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要約

第 1章　先行研究と問題設定
本章では，まず，概念形成のレベルおよびそれに準ずるイデオロギーに関する知識，信

念体系，イデオロギー的自己意識，ヒューリスティックとしてのイデオロギー，イデオロ
ギーの心理的ないし生物的基盤という，イデオロギーの 5 つの側面について，国内外の
先行研究をまとめた。その上で，本論文全体を貫く 2つの問題関心を設定した。第一の問
題は，イデオロギーについて知識があり，それを使いこなせる人々（イデオローグ）とそ
うでない人々（非イデオローグ）という二分法を超えた，イデオロギーに関する個人レベ
ルの不均質性をすくいとる必要があるということである。第二の問題は，日本のイデオロ
ギー研究を日本のイデオロギー政治の描写に留めることなく，日本の欧米諸国とは異なる
政治環境を意識した研究を行うことで，従来の国内研究以上に比較政治学的な貢献をなす
べきだということである。さらに，日本においてイデオロギーの心理的な基盤に関する研
究が不足していることについても指摘した。これらの問題関心に沿ったかたちで各章の実
証分析を紹介し，統計分析などに関して各章に共通する説明を行った。

第 2章　日本の有権者による左右イデオロギー空間の認識
先行研究は，近年，日本の有権者が政党のイデオロギー位置の差異を認識できなくなっ

た，あるいは，日本の主要政党が中道化してきたと論じている。これらの議論は，有権者
に政党をイデオロギー軸上に位置づけてもらう世論調査の質問に依拠している。しかし，
このような質問は，質問文を誤解する回答者や，「左」「右」といった用語に対する無知を
隠すために不適切に答える回答者によるノイズの影響を受ける。左―右の用語の意味を
知っている人々だけの認識を抽出することでこの問題に対処するために，本章はそのため
の有限混合分布モデルを考案した。2012年の衆院選の後に実施された世論調査のデータ
にこのモデルを適用することによって，左―右の用語を理解している者は全体の半数強で
あり，彼らは政党のイデオロギー位置を専門家と同じように認識できることを確認した。
くわえて，そのような有権者であっても，立場が曖昧な政党や新しい政党を位置づけるの
は難しいこともわかった。本章の分析は，近年の日本におけるイデオロギーの理解に資す
るだけでなく，世論調査の設計や不均質な世論調査の回答の分析に対しても含意をもつ。
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第 3章　日本の有権者によるイデオロギーラベルの理解
本章は，日本の有権者が政策に関して左―右のラベルをどのように解釈しているかを分
析した。有権者がイデオロギーラベルをどのように理解しているかという問いに対して
は，多くの研究者が挑戦してきたが，従来のリサーチデザインはいくつかの欠点を抱えて
いた。本章は，有権者にとってのイデオロギーラベルの意味を調べる手法としてコンジョ
イント実験が適していると提案し，実際に日本の有権者に対してオンラインで実験を実施
した。得られたデータを分析したところ，日本の有権者は平均的にみて，左―右のラベル
を第一に安全保障・ナショナリズムの争点，第二に社会争点と結びつけているが，経済争
点とは結びつけていないことがわかった。また，有限混合分布線形回帰モデルで分析する
などした結果，冷戦下で青年期を過ごした世代はそうでない世代よりも左右ラベルを安全
保障・ナショナリズムの争点と結びつけやすいこと，社会争点に関してはそのような世代
による差はみられないことを発見した。本章の分析は，政治的社会化理論の射程を広げる
とともに，イデオロギーラベルの理解に関する不均質性を析出することに成功した。

第 4章　日本の有権者による多次元の政策空間の認識
有権者が政党の位置をどのように認識しているかという問いに対して，先行研究の多く
は，政党の位置を 1次元のイデオロギー軸上に縮約されるものとして扱っており，政策空
間が多次元である場合を十分に考慮してこなかった。多次元の政策空間では，関係するイ
デオロギー的な手がかりが争点ごとに異なるが，平均的な有権者にとって，様々な争点を
それぞれの政策次元に正しく結びつけるのは困難である。そのため，有権者一人ひとりが
異なる次元の手がかりを好んで使う傾向にある可能性がある。この仮説を検証するため，
本章は 2次元の政策空間上で争われた 2012年の衆院選に着目した。有権者が 3つの主要
政党の政策位置を相対的にどのように位置づけるかを分析したところ，実際に有権者の政
策空間の認識に不均質性があることが明らかになった。さらに，混合ロジットモデルを用
いた分析によって，この不均質性が年齢，イデオロギー的な極端さ，ならびに党派性に
よって説明されることがわかった。本章の知見は，世論と投票行動の分野だけでなく，政
党間競争の研究にも含意をもつ。

第 5章　日本におけるイデオロギー投票とソフトニュース
民主主義に関するソフトニュースの功罪は広く議論されてきたが，ソフトニュースの投
票行動に対する影響はこれまでにほとんど研究されていない。本章は，ソフトニュースの
視聴とイデオロギー投票の関係に焦点を当てた。ソフトニュースが事件のどのような側面
を強調するかに注目することで，ソフトニュースは単純で使いやすい手がかりを提供し，
エピソード型のフレームを用いるため，ソフトニュースを視聴することがイデオロギー投
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票を弱めるのではないかという仮説を立てた。この仮説を検証するために，本章では日本
を適切な事例として用いた。2007年から 10年の国政選挙の前後に実施された世論調査の
パネルデータを利用することで，生態学的妥当性と内的妥当性を同時に確保した分析を
行った。分析の結果，個人が視聴するソフトニュースの番組数が増加すると，イデオロ
ギー的自己位置づけが投票に与える影響が実質的に低下することがわかった。本章の結果
がもつソフトニュースをめぐる議論に対する含意とともに，他国の政治コミュニケーショ
ン研究に対する含意も議論した。

第 6章　青年期における信念体系の形成とその心理的基盤
本章は，青年期における争点態度の形成，体系化について分析することで，有権者のイ

デオロギーがどのように形成されるかについて考察することを試みた。日本の 15 ∼ 23

歳を対象とした 2回のインターネット調査，およびそれと比較可能な全年齢を対象とした
インターネット調査を実施し，それらのデータを比較した。第一に，争点態度間のイデオ
ロギー的な一貫性を分析したところ，青年期のデータでは，一貫性は 15 ∼ 19歳頃にかけ
て上昇し，その後は一定であるが，22歳以下の青年と 20 ∼ 30歳を比較すると，後者の
方が一貫性が高かった。第二に，二重過程動機づけモデルに基づき，右翼的権威主義およ
び社会的支配傾向という権威主義的志向と経済的，文化的，外交的保守主義という 3種類
の保守主義の関係を分析したところ，国外の先行研究が示すのと同じように，右翼的権威
主義は文化的保守主義に，社会的支配傾向は経済的保守主義に結びついており，外交的保
守主義はどちらの権威主義指標とも結びついていた。この傾向は，若年層調査でも全年齢
調査でもほぼ同様であった。以上の 2 つの分析結果は，有権者のイデオロギーの形成に
おいて，政治エリートによるトップダウンの影響と個人の心理的な動機づけというボトム
アップの影響のいずれもが重要であることを示唆している。

第 7章　日本における有権者と政治家の価値観とその構造
本章は，日本の有権者と政治家の価値選好とその構造を調べた。有権者の価値選好は

2014年衆院選後の世論調査で，政治家の価値選好は 2016年参院選後の政治家調査で測定
した。価値選好の測定のために，回答者に自由，平等，経済的安定，道徳，自助努力，社
会秩序，愛国心という 7つの価値の順位を付けてもらうという質問を採用した。得られた
データを分析したところ，有権者と参院選候補者の価値観の一致度は低く，前者は経済的
安定と社会秩序を重視するのに対して，後者は自由と平等を重視していた。ただし，価値
観の構造は両者で類似していた。さらに，日本の有権者の間では，価値選好の党派的ない
しイデオロギー的な違いはみられなかったのに対して，候補者の間では，価値選好の方向
および凝集性について所属政党による差がみられた。具体的には，2016年参院選で共闘
した野党 4党と公明党の候補者は似た価値選好をもっていた。その一方で，自民党は最も
価値選好の凝集性が低い政党であった。本章の分析は，現代日本における代表性のあり方



IV 要約

や政治的対立の本質の評価につながるものであり，同時に，政党政治の研究に対しても示
唆を与える。

第 8章　日本における有権者の信念体系の不均質性
有権者の信念体系を分析するために，研究者は因子分析や項目反応理論に基づくモデル
を用いてきたが，これらの手法では信念体系の不均質性を析出できない。つまり，これら
の手法では，有権者の中に複数の集団があり，集団によって「何が何を伴うか」が異なる可
能性や，別の集団は政治的に意味のある信念体系を共有していないという可能性を考慮で
きない。本章は，有権者の信念体系の不均質性を有限混合分布統合因子分析モデルによっ
て明らかにすることを提案する。このモデルを日本の世論調査データに適用することで，
日本の有権者は 5人に 2人しか政治的に意味のある信念体系を共有しておらず，残りの回
答者の多くは世論調査に省力回答をしている可能性が高いことを確かめた。また，政治的
に意味のある信念体系を共有する人々の中にも 2つの集団があることも発見した。一つは
伝統的な保革イデオロギーの信念体系を共有しているのに対して，もう一つの集団では，
日本の世論に関する先行研究が明らかにしてこなかった，日本の自律的な外交政策をめぐ
る政治的対立軸に関する信念体系が共有されていた。本章が提案する手法は，信念体系の
研究に資するだけでなく，世論調査における省力回答に対処するためにも有用である。

第 9章　政治エリートと信念体系を共有しているのは誰か
有権者の信念体系に関する通説は，平均的な有権者が政治エリートと信念体系を共有で
きていないと論じてきたが，最近の研究には，「超洗練層」に限れば，政治エリートと信
念体系を共有できている可能性を示唆するものもある。先行研究の問題点は，政治エリー
トと信念体系を共有すると予想される有権者を政治知識や政治関心によって先験的に決め
てしまっているところにある。本章では，同じ争点態度を測定した政治家調査と有権者調
査のデータに対して，第 8章で提案した有限混合分布統合因子分析モデルを適用し，衆議
院議員と同様の信念体系を共有している人々とそうでない人々を分類することを試みた。
その結果，議員と信念体系を共有しているのは 6人に 1人ほどにすぎないが，彼らは必ず
しも政治的に洗練されていると考えられる特徴をもっているわけではなく，そのグループ
には学歴が低い者や政治知識の自己評価が高くない者も含まれていた。この結果は，教育
程度が高く政治知識レベルが高い人々ほど争点態度のイデオロギー的な一貫性が高いとい
う通説的見解に疑義を呈するものである。

第 10章　結論
本章では，第 1章で提示した問題関心の観点から，これまでの各章の実証研究の成果を
まとめた。その上で，本論文が明らかにしてきた近年の日本の有権者像として，イデオロ
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ギー的な概念を理解してイデオロギー的に一貫した態度をもつ有権者は，全体の一部にす
ぎないこと，イデオローグの中でも，イデオロギーに関する概念の理解のあり方や争点態
度の揃い方が一様でないことを挙げた。そこから，現実の日本政治に対する含意として，
第一に，イデオロギー的な概念や用語が登場する場面での適切な政治コミュニケーション
のあり方について，報道関係者を含む政治エリートは真剣に検討すべきであるというこ
と，第二に，日本の有権者の政治的判断が政治エリートの選択操作に脆弱である可能性が
高いことが導かれる。最後に，今後のイデオロギー研究者が取り組むべきこととして，概
念形成のレベルの分析，政党と政治家以外の政治的アクターのイデオロギー位置の測定な
いし推定，心理学的・生物学的なアプローチによる研究の充実，複数のイデオロギーラベ
ルの比較を挙げて結びとした。
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